持続化補助金　経営計画書（テンプレ）

R8.3.25　豊見城市商工会作成
青字：入力項目、黒字：テンプレ文

１．企業概要
1-1　自社の概要
＜現在の事業内容＞
当社は、【（平成○年／令和○年）】に創業し、【（沖縄県○○市）】にて【（事業内容・主要サービス】】を営んでいる。
現在の主要顧客は【（エリア）に居住する、（年齢）代の（性別・属性）】である。
従業員数は【○名（内訳：正社員○名、パート○名等）】である。
営業日は【（例：月～土）】、営業時間は【（○時～○時）】としている。

　


（左）店舗（事務所）の外観
（右）店舗（事務所）の内観


■提供するサービス
＜提供メニューと価格＞
当社が提供する主な商品・サービスと価格は以下の通りである。
①【商品・サービス名】
　価格：【○円】
　内容：【簡単な説明】

②【商品・サービス名】
　価格：【○円】
　内容：【簡単な説明】

③①【商品・サービス名】
　価格：【○円】
　内容：【簡単な説明】

※当社の価格帯は【（市場平均と比較して高い／同等／低い）】水準にあり、その理由は【（品質、サービス内容、付加価値等）】によるものである。

　


商品・メニューの写真


■既存顧客層の分析
当社の既存顧客は以下の特徴を有する。
・性別：【男性○％／女性○％】
・年齢層：【20代○％、30代○％など】
・属性：【個人○％／法人○％】
・客単価：【○円】
主な顧客は【（例：美容意識の高い30代女性／地元建設業者など）】である。
既存顧客からは、【（例：価格、技術力、立地、対応力など）】が評価されている。

＜その他（発信媒体等）＞
当社では、以下の媒体を活用し情報発信を行っている。
・Instagram：【（アカウント名 or URL）】
・ホームページ：【（URL）】
・その他：【（LINE、Googleマップ等）】

　


（左）自社ホームページ
（右）自社公式Instagram


＜これまでの取り組み＞
当社は創業以来、【（例：個人事業としてスタート、従業員1名など）】からスタートし、【（売上・規模・人員の変化）】を経て、現在は【（現状の事業規模）】に至っている。

これまで【（例：販路開拓、設備導入、SNS活用など）】を行い、【（例：新規顧客増加、客単価向上等）】につなげてきたが、昨今の【（市場の変化や自社の弱みなど）】を踏まえ、新たに【（例：新規顧客の獲得）】が必要となっている。

1-2　現在の売上・利益の状況

＜売上・利益の推移＞
当社の直近5年間の売上および営業利益の推移は以下の通りである。

	
	2021年
	2022年
	2023年
	2024年
	2025年

	売上高
	○円
	○円
	○円
	○円
	○円

	営業利益
	○円
	○円
	○円
	○円
	○円

	営業利益率
	○％
	○％
	○％
	○％
	○％





直近５年間の売上と営業利益の推移（グラフ）

売上は【増加／横ばい／減少】傾向にあり、特に【○年】に【増加／減少】している。その要因として、【（例：コロナ、原材料高騰）】や【（例：人員増減、新サービス開始等）】が挙げられる。

営業利益については【（例：売上に対して圧迫されている／改善傾向にある）】。これは【（例：固定費増加、原価率上昇、価格転嫁未実施等）】によるものである。

＜商品別の受注数・売上シェア＞
主要商品・サービスごとの受注状況および売上構成比は以下の通りである。
①【商品・サービス名】
　受注数：【○件／月（年）】
　売上：【○円】
　売上構成比：【○％】

②【商品・サービス名】
　受注数：【○件／月（年）】
　売上：【○円】
　売上構成比：【○％】

③【商品・サービス名】
　受注数：【○件／月（年）】
　売上：【○円】
　売上構成比：【○％】

	
	売上高
	シェア率

	（商品・サービス名）
	○円
	○％

	（商品・サービス名）
	○円
	○％

	（商品・サービス名）
	○円
	○％



売上の大部分は【（主力商品名）】が占めており、全体の【○％】を構成している。一方で、【その他商品】は【（例：認知不足、単価低い等）】があり、伸び悩んでいる。そのため、今後は【（例：高単価商品の強化／新規メニュー開発／販路拡大等）】が必要である。


1-3　経営課題
＜現状の課題認識＞
当社はこれまで【（例：技術力、地域密着、価格競争力など）】を活かし事業を展開してきたが、現在、以下のような経営課題を抱えている。

①【（例：新規顧客の獲得が伸び悩んでいる）】
②【（例：客単価が低く売上が伸びにくい構造となっている）】
③【（例：リピート率が低く、売上が安定しない）】

＜課題の背景・原因＞
上記課題の主な要因は以下の通りである。
①【課題①の原因】
（例：広告・PRが十分でなく、認知度が限定的であるため新規顧客の流入が少ない。）

②【課題②の原因】
（例：低価格帯の商品・サービスに依存しており、高付加価値商品の提供が不足している。）

③【課題③の原因】
（例：顧客フォローや再来店を促す仕組み（LINE、DM等）が未整備である。）


＜今後の具体的な経営課題＞
これらの状況を踏まえ、今後は以下の課題解決が必要である。
①新規顧客の開拓
【（例：20～30代女性／法人顧客等）】に向けた【（例：SNS活用、広告強化、Web集客等）】を強化し、集客力の向上を図る必要がある。

②客単価の向上
【（例：高付加価値メニューの導入、セット販売、オプション提案等）】により、1顧客あたりの売上増加を図る必要がある。

③リピート率の向上
【（例：会員制度、LINE配信、アフターフォロー強化等）】を導入し、継続的な来店・利用を促進する必要がある。

＜課題解決の方向性（まとめ）＞
上記課題を解決するためには、【（例：集客強化と高付加価値化の両立）】が不可欠である。
特に【最重要課題（例：新規顧客開拓）】は売上拡大の前提となるため、優先的に取り組む必要がある。

また、単なる顧客数の増加だけでなく、【（例：客単価向上・リピート強化）】を組み合わせることで、持続的な収益基盤の確立を目指す。



２．顧客ニーズと市場の動向
2-1　市場の動向

＜県内の市場規模の動向＞
当該市場は、【拡大／横ばい／縮小】傾向にある。近年は、【（例：コロナ後の需要回復、インバウンド増加、DX化の進展など）】を背景に、【（例：近隣に宿泊する観光客数の増加）】が見られる。
特に、○○業全体では、ポストコロナにおける需要回復やインバウンドの増加により、飲食・観光・レジャー分野などで市場拡大が続いている。
一方で、【（例：人口減少、消費低迷、価格競争等）】も存在しており、分野によっては成長の鈍化も見られる。

＜県内の競合の動向＞
県内の【（例：飲食業、美容業、建設業など）】においては、近年【競合は増加／横ばい／減少】傾向にある。
その背景として、【（例：参入障壁の低さ、個人開業の増加、フランチャイズ展開等）】が挙げられる。
一方で、【（例：後継者不足、廃業増加、人手不足等）】も見られ、市場における競争環境は【激化／緩和】している状況にある。

＜今後の市場変化の見通し＞
今後の市場は、【どのように変化するか（例：拡大が続く／二極化が進む／競争が激化する等）】と考えられる。具体的には、
・【（例：デジタル化・オンライン化の進展）】
・【（例：高付加価値・差別化ニーズの増加）】
・【（例：人手不足・コスト上昇の継続）】
などの影響により、当社の現在の事業の取り組み方では競争力の維持が難しくなっている。
また、今後は「付加価値向上」や「生産性向上」を重視した経営への転換が求められている。


2-2　顧客ニーズ
＜顧客が求めているサービス＞
一方、当社のターゲットである【（例：30代女性／中小企業経営者／観光客等）】は、以下のようなニーズを有している。

・【（例：高品質で安心できるサービス）】
・【（例：価格と価値のバランスが良いこと）】
・【（例：利便性（立地・予約・スピード等）の高さ）】
・【（例：専門性・独自性のあるサービス）】

近年は特に、【（例：SNS映え、時短志向、パーソナライズ化等）】の影響により、従来よりも【（例：単なる安さではなく付加価値重視へ）】とニーズが変化している。

	＜新規顧客層のニーズ（※該当する場合）＞
今後獲得を目指す【（例：若年層、法人顧客、観光客等）】においては、以下のニーズが顕在化している。
・【（例：SNSやWebで事前に情報収集できること）】
・【（例：分かりやすい料金体系）】
・【（例：初めてでも利用しやすい環境）】
特に、【重要ニーズ】が来店・利用の意思決定に大きく影響している。




＜競合の分析＞
現在、競合他社においても【一般的なサービス内容】は提供されているが、以下の点において十分に対応できていない状況が見られる。
・【（例：画一的なサービスで個別対応が弱い）】
・【（例：情報発信が不十分で魅力が伝わっていない）】
・【（例：付加価値の高いメニューが不足している）】
そのため、顧客ニーズに対して**完全には応えきれていない“隙間”**が存在している。



google map等で競合の所在地など補足する

＜自社の機会（チャンス）＞
上記を踏まえると、当社においては
・【（例：高付加価値サービスの提供）】
・【（例：情報発信、顧客体験の向上等）】
に取り組むことで、顧客ニーズを的確に捉え、競合との差別化を図ることが可能である。


３．自社や自社の提供する商品・サービスの強み・弱み

＜自社の強み＞
当社の強みは、以下の点にある。
①【強み①（例：高い技術力・専門性）】
【（例：○年の経験、資格保有、独自ノウハウなど）】により、【顧客にどんな価値を提供できているか】が評価されている。

②【強み②（例：商品・サービスの品質）】
【（例：素材へのこだわり、工程、仕上がりなど）】により、【他社との違い】を実現している。

③【強み③（例：接客・対応力）】
【（例：丁寧な説明、柔軟な対応、スピード感等）】により、顧客満足度の向上につながっている。


■顧客の声・口コミ（客観的評価）
実際の顧客からは、以下のような評価を得ている。
・【口コミ①（例：仕上がりが丁寧で安心できる）】
・【口コミ②（例：説明が分かりやすく信頼できる）】
・【口コミ③（例：対応が早く、柔軟に対応してもらえる）】
これらの声から、当社は【（例：技術力＋対応力の高さ）】に強みを有しているといえる。



（必要に応じて）google business profileの口コミなどをスクリーンショットして貼り付ける


＜自社の弱み＞
一方で、当社には以下のような課題（弱み）も存在している。
①【弱み①（例：新規顧客開拓が弱い）】
現状、【（例：紹介依存、広告未実施等）】により、新規顧客の流入が限定的となっている。

②【弱み②（例：販路が限定的）】
【（例：店舗販売のみ、地域限定等）】であるため、売上拡大に制約がある。

③【弱み③（例：客単価が低い）】
【（例：低価格メニュー中心、追加提案不足等）】により、売上の伸びにくい構造となっている。

＜今後の方向性＞
当社は、【（例：高い技術力と顧客対応力）】を有している一方で、【（例：集客力や販路の弱さ）】が課題となっている。
そのため、今後は【（例：販路開拓・単価向上・リピート強化）】に取り組むことで、強みを活かしながら弱みを補完し、持続的な成長を図る必要がある。


４．経営方針・目標と今後のプラン
4-1　経営方針・目標

＜経営方針＞
これまでの分析を踏まえ、当社は今後、【（例：高付加価値化と販路拡大の両立）】に取り組んでいきたい。
具体的には、【（例：高単価サービス、法人取引、EC販売等）】を強化し、【（例：新規顧客不足、客単価の低さ等）】の解消に取り組む。

＜数値目標（定量目標）＞
上記方針に基づき、以下の目標を設定する。

	指標（例）
	現状
	目標
	差異

	売上高
	○円
	○円
	○％増

	営業利益
	○円
	○円
	○％増

	客単価
	○円/人
	○円/人
	○％増

	新規顧客比率
	○％
	○％
	○％増

	リピート率
	○％
	○％
	○％増

	受注件数
	○件
	○件
	○％増



4-2　今後のプラン
上記の経営方針と目標を踏まえ、今後は以下のプランに取り組んでいきたい。

＜中期的な利益計画＞
当社の今後3～5年間の計画は以下の通りである。（例：5年計画）

	
	2026年
	2027年
	2028年
	2029年
	2030年

	売上高
	○円
	○円
	○円
	○円
	○円

	営業利益
	○円
	○円
	○円
	○円
	○円

	営業利益率
	○％
	○％
	○％
	○％
	○％






直近5年間の売上の推移のグラフ


＜実現に向けた取り組み＞

	内容（例）
	時期
	目的

	SNS運用
	○年○月～○年○月
	新規顧客の増加

	新メニュー導入
	○年○月～○年○月
	客単価向上

	設備導入
	○年○月～○年○月
	作業時間短縮、利益率改善





＜今回の補助事業で取り組む内容＞
本事業では特に重要な【（上の表から抜粋）】に取り組んでいきたい。


補助事業計画書（入力項目）

１．補助事業で行う事業名（30文字以内）
（例）○○○の新サービス提供による新規顧客開拓
　　　○○○の取り組みによるリピート率向上
　　　○○○の導入による対応力強化
　　　○○○の認知拡大による新規顧客開拓


２．販路開拓等の取組内容
2-1　事業の概要

本事業では、【（例：30代女性／地域中小企業／観光客等）】を対象に、新たに【（例：高付加価値サービスの導入／EC販売の開始／広告強化等）】に取り組み、【（例：新規顧客不足、客単価の低さ、販路の限定性等）】の解決を図る。

2-2　背景・目的

＜背景＞
前述の内部環境と外部環境の分析を踏まえ、【機会】をとらえ、【強み（弱み）】を【活かす（改善する）】ことで、【（成し遂げたい内容）】を図る必要があると考えている。
特に、当社の強みである【（例：技術力、顧客対応力等）】を活かし、【（例：高付加価値サービスとして展開）】することで、市場ニーズに対応した事業展開が可能となる。

＜目的＞
本事業の目的は、
【目的①（例：新規顧客の獲得）】
【目的②（例：客単価の向上）】
【目的③（例：売上・利益の拡大）】
を実現し、持続的な経営基盤の確立を図ることである。


2-3　具体的な取り組み
　・取組内容（概要）
本取り組みにおいては、以下の方針で事業を展開する。
①ターゲット
【（例：30代女性、地元中小企業、観光客等）】

②提供場所
【（例：店舗、オンライン、出張サービス等）】

③提供するサービス・商品
【（例：高付加価値メニュー、新商品、サービス等）】

④販売方法
【（例：SNS広告、ホームページ、既存顧客への提案等）】



＜実施体制＞
本事業は、【（例：代表者、担当スタッフ等）】が中心となり実施する。
具体的には、
・【役割①（例：代表：全体統括・戦略立案）】
・【役割②（例：スタッフ：運用・接客・制作等）】
・【役割③（例：外部委託：HP制作、広告運用等）】
といった体制で進める。



実施体制の図（外注先、社内担当など）


＜期待効果＞
本事業の実施により、以下の効果が期待される。
・新規顧客の開拓
・既存顧客の利用頻度向上
・客単価の上昇
・売上および利益の増加
・競合との差別化の実現

　・具体的な取組内容（詳細）

＜事業の具体的内容＞
具体的には、以下の取り組みを実施する。

・【取り組み①（例：新サービスの導入）】
内容：
費用：
狙い：

・【取り組み②（例：販路開拓）】
内容：
費用：
狙い：

・【取り組み③（例：設備導入）】
内容：
費用：
狙い：

＜これまでの取り組みとの相違点＞
これまで当社は、【（例：既存顧客中心のサービス提供、店舗販売のみ等）】を中心に事業を行ってきた。
本事業では、
・【（例：新たなターゲット層へのアプローチ）】
・【（例：新サービス・新商品の導入）】
・【（例：新たな販路（EC・広告等）の活用）】
といった点で、従来の取り組みとは異なるものである。

＜本事業の特徴＞
本事業の特徴は、【強み × 新たな取り組み（例：高い技術力 × 高付加価値サービス化）】により、顧客ニーズに対応したサービス提供を実現する点にある。
これにより、競合との差別化を図りながら、売上および利益の向上につなげることが可能となる。


３．業務効率化（生産性向上）の取組の有無　※「有り」の場合記入
3-1　背景・目的



3-2　具体的な取組
　・取組内容（概要）



　・具体的な取組内容（詳細）



４．補助事業の効果
4-1　取組の効果





4-2　効果の試算

売上は以下の構成で算出している。

①既存事業の売上：（新規顧客数【○人】 × 客単価【○円】）
②本事業による売上アップ：（既存顧客数【○人】 × 利用回数【○回】 × 客単価【○円】）
③合計：【　　　　　円】

＜その根拠＞
上記数値は、以下の根拠に基づき算出している。

①既存実績からの積み上げ
現在の顧客数【○人】および客単価【○円】を基に、【（例：○％増）】を見込んでいる。

②補助事業による効果
本事業により、
・【（例：広告強化による新規流入増加）】
・【（例：新サービス導入による単価向上）】
が期待できるため、新規顧客数および客単価の増加を見込んでいる。

③市場環境・需要
【市場動向やニーズ（例：需要増加、ターゲット拡大等）】を踏まえ、【その数値が現実的である理由】を補足する。

＜既存事業との相乗効果＞
本事業は単独での売上増加だけでなく、既存事業との相乗効果も期待できる。
具体的には、
・【（例：新規顧客が既存サービス利用へつながる）】
・【（例：既存顧客へのクロスセル・単価向上）】
・【（例：ブランド力向上による来店増加）】
などにより、既存事業の売上増加にも寄与する。

＜まとめ＞
以上の通り、本事業は【売上増加＋既存事業の底上げ】の両面において効果が見込まれ、当社の収益力向上に大きく寄与するものである。




補助対象経費の内容

	No.
	経費区分
（※）
	内容
	経費内訳
（単価×数）
	補助対象経費
（税込）
	購入予定先

	1
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	



（※）械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費、旅費、新商品開発費、借料 、
委託・外注費　から選択




実施スケジュール

	期間
	実施内容

	８月
	

	９月
	

	10月
	

	11月
	

	12月
	

	１月
	

	２月
	

	３月
	

	４月
	

	５月
	

	６月
	

	７月
	



豊見城市商工会作成　※無断転用はお控えください

